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10月13日に開催された あんずの丘U-9サッカー大会には

県内外から約780人のちびっ子ストライカーが集い、熱戦

が繰りひろげられました。(13Ｐに関連記事）
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uエコアクション21 （進行段階…４）

k

u地域包括支援センター事業　　　　（進行段階…３）

k

u地域防災組織育成事業　　　　　　（進行段階…３）

▲

高
校
生
地
域
子
育
て
見
守
り
隊
の
活
動

状
況(

や
ま
が
温
泉
祭
忍
者
の
里
に
て
）

▲

子
ど
も
た
ち
に
認
知
症
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
の
絵
本
教
室

▲

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
に
向
け

た
審
査
会
の
様
子

▲

菊
鹿
本
分
地
区
で
の
防
災
訓
練
の
様
子

u次世代育成支援対策推進事業　　　（進行段階…３）

平成19年度上半期（平成19年４月１日～９月30日
まで）の予算執行状況、財産、市債（長期借入金）、
一時借入金の状況や現在実施中の主な事業の進行
状況を紹介します。
【注】進行段階０→未着手　 １→着手したばかり

２→30％進行　 3→50％進行
４→80％進行　 5→100％進行

※お問い合わせは財政課へ　1４３－１１１９

u誘客宣伝事業　　　　　　　　（進行段階…４）

会　計　名
一　般　会　計
簡易水道事業
農業集落排水事業
介護保険事業
水道事業
病院事業
下水道事業

9月末の借入残高
315億8,742万円
9億 248万円
88億4,955万円

553万円
12億6,323万円
12億4,731万円
65億 687万円
503億6,239万円

855,834円（/58,846人）

k

k

一般会計における財政調整
や建設改良、運用のためな
どの積立金

市民一人あたり

９月末の基金現在高

75億6,777万円
128,603円（/58,846人）

企業
会計

合　計
市民一人あたり

k

u語学指導外国青年招致事業　　　　（進行段階…３）

k

uグリーンツーリズムモデル事業（進行段階…３）

k

▲山内小でのALT（外国語指導助手）の先生による授業

会　計　名
一時借入額
市民一人あたり

下水道事業会計
８億5,000万円

14 , 4 4 4円（/58,846人）

特別
会計

▲菊鹿三区地区　八三会主催の農業体験での田植え

▲オーストラリアクーマ市の高校生と山鹿市の中学生が
交流を行いました

▲四季を通じた旬の情報を発信する『山鹿旬彩』

u国際・地域間交流事業　　　　　　（進行段階…４）



昨
年
10
月
２
日
に
市
長
が
『
キ
ッ
ク

オ
フ
・
取
組
宣
言
』
を
し
て
以
来
、
市

で
は
本
庁
舎
と
各
総
合
支
所
を
中
心
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

延
べ
11
回
に
及
ぶ
全
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
に
始
ま
り
、
毎
月
電
気
や
ガ

ソ
リ
ン
、
水
や
コ
ピ
ー
の
使
用
量
を
記

録
し
、
年
度
末
に
は
自
分
た
ち
の
取
組

内
容
や
法
律
順
守
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
た
。

ま
た
、
山
鹿
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
や

県
内
の
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
審
査
人

の
方
々
に
、
市
役
所
の
取
組
状
況
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

市
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
事

業
者
の
方
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
で
環

境
配
慮
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
自
治
体
イ
ニ
シ
ャ
テ

ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
事
業
者
の
方
が
無
料

で
研
修
を
受
け
な
が
ら
、
半
年
間
で
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
構
築
を
図
り
、
認

証
登
録
を
受
け
る
支
援
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
平
成
18
年
度
に
は
約
40

社
の
参
加
が
あ
り
、
現
在
十
数
社
で
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
へ
の
認
証
登
録
作
業

が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
も
現
在
14
社
が
研
修

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の

目
標
と
、
そ
の
実
績
は
次
表
の
と
お
り

で
す
。

こ
う
し
た
実
績
は
「
環
境
レ
ポ
ー
ト
」

と
し
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.yam

aga.kum
am
o

to.jp

）
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
基
づ
き
、
本
年

９
月
27
日
・
28
日
両
日
に
わ
た
り
、
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
・
登
録
現
地

審
査
を
受
け
ま
し
た
。

審
査
で
は
２
人
の
審
査
人
が
各
所
属

や
支
所
を
訪
問
し
、
市
長
を
は
じ
め
職

員
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
施
設

の
状
況
や
環
境
配
慮
取
組
の
実
施
を
確

認
し
ま
し
た
。
幸
い
、
こ
の
審
査
で
は

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

対
す
る
不
適
合
事
項
は
な
く
、
判
定
委

員
会
へ
の
認
証
・
登
録
の
推
薦
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

早
け
れ
ば
今
年
11
月
末
に
は
認
証
・

登
録
が
認
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

審
査
が
終
了
し
て
、
シ
ス
テ
ム
が
完

成
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
で
は
、
取
り
組
み
の
成
果
を

基
に
、
さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
へ
継
続
的

な
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。ま

た
、
省
エ
ネ
や
環
境
配
慮
に
と
ど

CO２排出量
総排出量
廃棄物排出量
システム構築の

推進

システムの
地域への普及

前年度同期間２％削減
前年度同期間２％削減
前年度同期間２％削減
対象部局・施設で
のシステム構築

システム構築支援活動の
実施

システム情報の提供

項目／目標 18年度目標
18年度実績

目標達成度
15.55％削減
11.77％削減（注）
18.87％削減

対17年度比実績
81,792.2kg削減
249K削減（注）
12.3トン削減

対象全部局での研修を実施
職場確認を２回実施

自治体イニシャティブプロジェクト
を実施

環境便で活動成果を６回広報

山鹿市の恵まれた環境をより良いかたちで守り育て
「人と自然が共生できる環境」をつくりあげていくため、
山鹿市環境基本条例に基づき、環境保全施策を積極的に
実施します。また、市の行政活動に伴う環境負荷を進ん
で少なくするとともに、市民や事業者と協働により地域
全体で環境保全に取り組みます。

山鹿市は次に掲げる方針に沿って市自らの事務事業は
もとより、地域全体に環境保全の働きかけを行う環境マ
ネジメントシステムの構築を図ります。

q環境法令を遵守します。
w豊かな自然環境の保全を目指します。
e快適で潤いのある都市環境の保全を目指します。
r安全で安心な生活環境の保全を目指します。
t廃棄物の排出量削減や節水に努め、環境負荷の少ない
循環型社会の形成を目指します。
yCO２の排出量削減を図り地球環境保全活動を推進し
ます。
u市民や事業者に対して積極的に環境保全について働き
かけるとともに、その環境保全活動を支援します。
i事業の効率化により業務コストを削減します。
平成19年8月6日（改訂）

イ
ド
ラ
イ
ン
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」

に
基
づ
い
て
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
平
成
18
年
10
月
か
ら

取
り
く
ん
で
い
ま
す
。

ま
ら
ず
、
政
策
進
行
の
ツ
ー
ル
と
し
て
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
の
取
り
組
み
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
の
事
業
者
や
市
民
の
方
々

と
も
協
力
し
て
、
地
域
全
体
で
環
境
配

慮
・
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
普

及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▲昨年11月の山鹿中学校生

による現地確認

▲昨年10月のキックオフ（取組宣言）

▲本年９月末の審査（市長インタビュー）

▲本年２月のイニシャティブプログラム

22

33

44

55

66

77

11

（注）総排水量については本庁分のみで比較

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と

は
、
組
織
が
環
境
問
題
に
効
果
的
・
効

率
的
に
取
り
組
み
、
環
境
に
配
慮
し
た

経
営
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
（
シ
ス
テ

ム
）
で
す
。

具
体
的
に
は
、
オ
フ
ィ
ス
で
の
省
エ

ネ
や
節
水
、
廃
棄
物
の
減
量
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
事
業
の
推
進
に
当
た

っ
て
も
水
資
源
や
景
観
、
動
植
物
の
生

態
系
等
の
環
境
に
な
る
べ
く
影
響
を
与

え
な
い
よ
う
、

q

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

取
組
方
針
と
目
標
を
定
め
る

w

Ｄ
Ｏ

目
標
達
成
の
た
め
組
織
を
整
備
し
、
必

要
な
取
り
組
み
を
行
う

e

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

取
組
状
況
や
目
標
達
成
度
を
把
握
・
評

価
し
、
改
善
す
る

r

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

定
期
的
に
シ
ス
テ
ム
を
見
直
す

と
い
っ
た
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ

り
、
取
り
組
み
を
継
続
的
に
改
善
し
て

い
き
ま
す
。

山
鹿
市
で
は
、
環
境
省
が
示
し
た
ガ

山
鹿
市
で
は
『
環
境
基
本
条
例
』
で
、

「
自
ら
の
事
業
を
実
施
す
る
と
き
は
、

進
ん
で
環
境
へ
の
負
荷
を
少
な
く
す

る
」
こ
と
を
市
の
責
任
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
策
定
し
た
『
第
１
次

総
合
計
画
』
で
は
、
よ
り
具
体
的
に
、

「
行
政
活
動
の
省
エ
ネ
化
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

一
方
、『
地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す

る
法
律
』
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の

た
め
、
自
治
体
に
対
し
て
そ
の
実
行
計

画
策
定
を
求
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
の
『
行
政
改
革
集
中
プ

ラ
ン
』
の
一
環
と
し
て
、「
環
境
率
先

行
動
に
よ
る
事
務
事
業
の
コ
ス
ト
削

減
」
を
定
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、『
環
境
へ
の
負
荷
削
減
』、

『
地
球
温
暖
化
対
策
』、
そ
し
て
『
行
政

改
革
』
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

…
環
境
課
　
1
43
‐
７
２
１
１

問
合
せ



…国保年金課 1４３‐１５２７
または、
熊本県後期高齢者医療広域連合
1０９６‐３６８‐６５１１

問合せ

平成20年４月から、「後期高齢者医療制度」が始まります。この制度は、
老人医療費を中心に国民医療費が増大する中で、現役世代と高齢者の医療
費の負担を明確なものにして、公平でわかりやすい制度の確立を目指して
創設されるものです。
これによって、これまで「老人保健制度」で医療を受けていた皆さんは、
来年４月からこの「後期高齢者医療制度」に加入して医療を受けることに
なります。

◆都道府県ごとに、全ての市町村が加入する「後期高齢者医療広域連合」（以下、広域連合）が運営主体となり、
制度の運営を行います。
◆75歳以上（一定以上の障害がある人は65歳以上）の人が、この制度の被保険者になります。
◆患者本人が医療機関で支払う医療費の負担割合は、これまでの老人保健と同様、１割（現役並み所得者は３割）の
ままです。
◆被保険者証（以下、保険証）が１人に１枚交付されます。

■広域連合の役割
・被保険者の資格管理や保険証の発行
・保険料の決定
・給付に関する決定
・保険事業の実施

など管理業務を担当します。

◆75歳以上の人または65歳以上で一定の障害があると広域連合の認定を受けた人は、すべて住所を有する都道府県で　
後期高齢者医療制度の被保険者になります。
◆これに伴い、現在加入している国民健康保険の被保険者、または社会保険の被保険者・被扶養者の資格は平成20年　
３月末で喪失することになります。
※現在75歳未満の人は、75歳の誕生日当日から後期高齢者医療に加入することになります。

保険証

保険証

受給者証

受給者証

保険証

◆医療にかかる費用のうち、被保険者が医療機関の窓口で支払う負担分を除いた分を、公費（国・県・市町村）で５
割、現役世代からの支援金（若年者の保険料）で４割を負担し、残りの１割を被保険者から保険料として納めてい　
ただきます。
◆保険料は、被保険者１人ひとりにかかる「均等割額」と被保険者の所得に応じて算定する「所得割額」を合わせた
金額になります。
◆保険料率は、原則として県内均一になります。
◆保険料の納め方は、介護保険と同様に「特別徴収」（年金からの天引き）と「普通徴収」（納付書または口座引落で
納付）の方法があります。

※世帯の所得水準に応じて、「均等割額」については軽減を受けることができます。なお、保険料の詳細については、
次号以降の広報やまがであらためてお知らせします。

◆制度が変わっても、これまでの老人保健制度と同様の給付が受けられます。

【病気やけがの治療をしたとき（療養の給付）】
病気やけがの治療で医療機関にかかるときは、保険証を提示すれば医療費の１割（現役並み所得者は３割）の
自己負担で済み、残りは広域連合が負担します。

【入院したときの食事代（入院時食事療養費）】
入院したときの食事代のうち、定められた費用を負担すれば、残りは広域連合が負担します。

【療養病床に入院したときの食事代・居住費（入院時生活療養費）】
療養病床に入院したときは、定められた費用を負担すれば、残りは広域連合が負担します。

【１か月に支払った医療費が高額になったとき（高額療養費）】
１か月に支払った医療費の自己負担額が定められた１か月の限度額を超えた場合は、申請して認められると限
度額を超えた分が高額療養費として支給されます。

【１年間に支払った医療費が高額になったとき（高額介護合算療養費）】
介護保険サービスの利用料と医療費の自己負担額を合算して、定められた年間の限度額を超える場合は、限度
額を超えた分が高額介護合算療養費として支給されます。

【訪問看護サービスを受けたとき（訪問看護療養費）】
医師の指示で訪問看護を利用した場合は、１割（現役並み所得者は３割）の自己負担で済み、残りは広域連合
が負担します。

【やむを得ず全額自己負担したとき（療養費）】
q急病などで保険証を持たずに医療機関にかかったとき、w医師の指示によりコルセット・義手・義足・義眼
などを装着した場合は、いったん全額自己負担しますが、後で申請して認められると自己負担以外の分が療養費
として支給されます。

【被保険者が死亡したとき（葬祭費）】
被保険者が死亡した場合は、葬祭を行う者に対して葬祭費が支給されます。

※制度の概要は、熊本県後期高齢者医療広域連合のホームページ（http://www.kumamoto-kouikirengo.jp）でもご覧いただ
けます。

■市町村の役割
・被保険者の資格変更届の受付や保険証の交付
・保険料の徴収
・給付に関する申請の受付

など窓口業務を担当します。



■議案第75号　専決処分の承認を求めることについて
（平成19年度山鹿市病院事業会計補正予　　　
算（第１号）） …承認

■議案第76号　専決処分の承認を求めることについて
（平成19年度山鹿市一般会計補正予算（第
３号）） …承認

■議案第77号　専決処分の承認を求めることについて
（山鹿植木広域行政事務組合の規約の一部
変更について） …承認

■議案第78号　政治倫理の確立のための山鹿市長の資産
等の公開に関する条例の一部を改正する
条例　　　　　　　　　　　　　…可決

■議案第79号　山鹿市職員退職手当支給条例の一部を改
正する条例　　　　　　　　　　…可決

■議案第80号　山鹿市下水道条例の一部を改正する条例
…可決

■議案第81号　平成19年度山鹿市一般会計補正予算（第
４号） …可決

■議案第82号　平成19年度山鹿市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第１号） …可決

■議案第83号　平成19年度山鹿市介護保険事業特別会計
補正予算（第１号） …可決

■議案第84号　平成19年度山鹿市病院事業会計補正予算
（第２号） …可決

■議案第85号　山鹿市土地開発公社定款の一部変更につ
いて　　　　　　　　　　　　　…可決

■議案第86号　人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて　　　　　　　　　…同意

■認定第１号　平成18年度山鹿市一般会計歳入歳出決算
の認定について　　　　　 …認定（多）

■認定第２号　平成18年度山鹿市国民健康保険事業特別
会計歳入歳出決算の認定について…認定

■認定第３号　平成18年度山鹿市老人保健事業特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第４号　平成18年度山鹿市用地先行取得事業特別
会計歳入歳出決算の認定について…認定

■認定第５号　平成18年度山鹿市農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算の認定について…認定

■認定第６号　平成18年度山鹿市介護保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第７号　平成18年度山鹿市・植木町介護認定審査
事業特別会計歳入歳出決算の認定につい
て　　　　　　　　　　　　　　…認定

■認定第８号　平成18年度山鹿市簡易水道事業特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第９号　平成18年度六郷財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について　　　　　　…認定

■認定第10号　平成18年度城北財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について　　　　　　…認定

■認定第11号　平成18年度稲田財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について　　　　　　…認定

■認定第12号　平成18年度稲田六郷財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について　　　　…認定

■認定第13号　平成18年度山鹿市水道事業会計決算の認
定について　　　　　　　　　　…認定

■認定第14号　平成18年度山鹿市病院事業会計決算の認
定について　　　　　　　　　　…認定

■認定第15号　平成18年度山鹿市下水道事業会計決算の
認定について　　　　　　　　　…認定

■陳情第19号　乳幼児医療費の完全無料化（窓口払いな
し）を求める陳情書　　　　　　…採択

■報告第９号　専決処分の報告について　　　　…受理
■報告第10号　財団法人山鹿市地域振興公社の経営状況

の報告について　　　　　　　　…受理
■報告第11号　株式会社小栗郷の経営状況の報告につい

て　　　　　　　　　　　　　　…受理
■報告第12号　株式会社あんずの丘の経営状況の報告に

ついて　　　　　　　　　　　　…受理
■報告第13号　株式会社鹿本町振興公社の経営状況の報

告について　　　　　　　　　　…受理

■意見書案第2号　道路整備予算の確保及び道路特定財源
の堅持に関する意見書　…可決（多）

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（1４３‐１６３４）
および本庁総務課法令文書係へ。（1４３‐１１１７）

平成19年（第３回）市議会９月定例会は、９月３日に開会し、９月21日までの19日間の日程で開かれました。
今議会では、条例、予算など議案12件（条例３件、予算６件、その他３件）、認定15件、報告5件、陳情1件を
審議。さらに意見書案１件が追加上程され審議されました。
その結果は次のとおりです。11月10日11日

日日

オープニング吹奏楽演奏（鹿北中）
ふくもちまき
鹿北茶山唄踊り（岳間保育園と茶山唄
保存会との共演）
和太鼓の演奏（茜太鼓）
長縄跳び大会
広見太鼓（広見小）
一輪車演技（岳間小）
ソーラン節・花笠音頭（岩野小）
幸の国・子ども太鼓（岩野保育園）
芋生神楽・乙女の舞（広見保育園）
岩野神楽（岩野神楽保存会）
町内サークル発表会
お楽しみ抽選会

鹿本郡市ジュニア空手道選手権
かほくまつり健康マラソン
ギネスに挑戦
ふくもちまき
獣拳戦隊ゲキレンジャーショー
地域おこし本分29日会　肥後にわか
当日参加 road to 分限者どん
丸太トライアスロン大会
DOYO組
お楽しみ抽選会

※いずれの祭りも天候などにより、内容・時間に変更
がある場合があります

1111月月1177日日1188日日
日日

場所：鹿北グラウンド一円

主
な
催
し

問合せ

主な催し

土土

午前10：00～

場所：カルチャースポーツセンター周辺

総合体育館裏広場
バーベキューコーナー
肥後古代の森体験フェア
木工教室
搾乳体験（10日）
ポニー体験乗馬（11日）
総合体育館
山鹿市物産展
やまが和紙伝統工芸展示・実演
工芸展示・実演販売
総合体育館エントランスホール
山鹿三十三観音霊場めぐり
六湯郷温泉コーヒー
農産物品評会
お茶振る舞い（城北高校茶道部）
総合体育館前広場
山鹿人力車試乗会
バナナのたたき売り(11日）
総合体育館南側駐車場
オールドカー展示(11日）
発動機展(11日）

その他、農畜産物・農産加工品・林産
物などの展示販売、商工業品、伝統工
芸品の展示販売など、盛りだくさん!

土土

午前10：00～16：00

…山鹿市役所　農林企画課　143-1532問合せ

山鹿小学校合唱部
ファッションショー(城北高校）
城北高校ダンス部
きんかんライブ
バナナの叩き売り
鹿本津軽三味線
ばんび新体操
歌謡ショー

第１アリーナ・ステージイベント

第第2288回回

保育園太鼓（栗の実保育園）
相良雨乞い踊り
肥後にわか（がんばおよね村）
六湯郷やまが王クイズ選手権
ブルドッグライブ
ストリートダンス
スイングジャズ（ベアードーター）

…鹿北総合支所　総務振興課　132-3111



まだまだ暑さが残るこの日、ます・やまめの釣り大会とつか
み取りが開催され、多くの釣り愛好家や家族連れでにぎわいま
した。
釣り大会には約150人の「釣り人」が参加し、スタート前から

場所を確保したり熱い戦いが始まっていました。熊本市から参
加の鍬崎浩さんが38匹釣り見事優勝。矢谷渓谷には大きな歓声

や笑い声が響きわたっていました。
つかみ取り大会は、小学生以下の子ども約200人が参

加し、学年ごとに放流されたますややまめを一所懸命に
素手でつかんでいました。素速い動きの魚に四苦八苦し
ながらも楽しい時間を過ごしました。
八代市から参加の須崎春美さんは、「高校生の息子と

初めて参加しました。まだ２匹なので頑張って優勝狙い
ます」と意気込みを語りました。

…矢谷渓谷まつり　９月23日　矢谷渓谷吉原橋周辺（菊鹿）

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

平成12年度より県の中山間ふるさと・水と土保全事業で実
施されている体験型ツアー「棚田ふれあい探訪ツアー」が今
年も開催されました。
宇城市、山都町、上天草市でも実施されますが、第１弾と

して、約80人の参加者が菊鹿町番所地区を訪れました。
天候により稲の生育が昨年より少々遅れていますが、丁度

咲き始めた彼岸花といっしょに棚田を彩っていました。
棚田散策の後、地元の栗山で栗拾いの体験ほか矢谷渓谷祭

りに合流して昼食となりました。
ツアーに参加した50代女性は、「上からの風景は、いいです

ね。もっと彼岸花が満開で黄色に色づいた稲とのコントラス
トが見事な時期にまた来ます」と話しました。

…棚田ふれあい探訪ツアー　９月23日　
番所地区棚田（菊鹿）

▲棚田を散策する参加者

▲辞令を受けた消防団女性部

山鹿市消防団女性部11人が、この日、市役所職員
の間で誕生し、辞令交付式が行われました。
真新しい活動服に袖を通し、初の消防団女性部部

長の市民福祉部国保年金課の桑原法保さんをはじめ
全員が辞令を受け、決意も新たにこれからの活動に
意欲を燃やしていました。
さまざまな場面での啓発活動はもとより、多様化

した災害時の後方支援など、これからの活躍に期待
します。
今年は、熊本県で開催される「第13回全国女性消

防団員活性化熊本大会」に参加し、全国の女性消防
団員と交流を深め、多くの事を学んでいく予定です。

…女性消防団辞令交付式　10月２日　本庁会議室

千田小学校の４年生19人が、地元名物の摘果スイカのみそ
漬け作りに挑戦しました。
これは、地域の名人からふるさとの味を教わろうというの

がねらい。夏休みに地元農家の畑約30ｱｰﾙを借りて秋スイカを
植え、この日、直径５～15ｾﾝﾁの小玉約20ｷﾛ分を摘果して学校
へ運びました。家庭科室では、農産物加工協議会漬物部会会
長の城敏美さん（鹿央町持松）の指導により、児童らはスイ
カを適当な大きさに切り分けて、ポリバケツの中で５ｷﾛごと
に塩450ｸﾞﾗﾑを加えてもみ込みました。
宮本姫華さんは「家でおばあちゃんたちが漬物を作ってい

るのを見たことあるけど、自分でやってみてとてもむずかし
かった。おいしい漬物になるといいな」と話してくれました。
このみそ漬けは来年１月ごろに完成。児童全員で味わいます。▲塩を加えてもみ込む作業　おいしい漬物になってね

…千田小4年生が摘果スイカのみそ漬け作りに挑戦
９月2８日　千田小学校（鹿央）

▲
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▲

▲満員のサポーターが見守る中シュートを放つオムロンの水野選手

…日本ハンドボールリーグ開幕戦
９月24日　山鹿市総合体育館

日本ハンドボールリーグ2007～2008シーズンの開幕戦で、地
元山鹿市のオムロンとソニーセミコンダクタ九州（霧島市）の
試合が山鹿市総合体育館で行われました。
2100人ものサポーターで埋めつくされた会場は、オムロンの

チームカラーのピンク一色に染まりました。試合は、前半は終
始ソニーがリードする展開。前半は11対14と３点リードされて
終了。後半はオムロンのゴールキーパー勝田祥子選手の好セー
ブで失点をくい止め、東濱裕子選手らの得点で逆転し25対24の
１点差で、見事開幕戦を勝利で飾りました。
城北高校ハンドボール部の古家彩香さんは、「スピードとパ

ワーがすごくて、とても勉強になりました。目標の選手は水野
選手。今年も優勝目指してがんばってほしい」とオムロンの勝
利ににっこり。３連覇を目指したオムロンの挑戦が始まりまし
た。市民のみなさんの熱い声援をお願いします。

山鹿、植木の事業所などから男子26チーム、女子12チ
ームが出場して、屋内消火栓の操作技術を競う大会が行
われました。
この大会は、消防用設備の中でも初期消火活動に重要

な役割をもっている屋内消火栓を、有事の際に迅速かつ
確実に対処できるように操作技術を身に付ける狙いで１
年おきに開催されているものです。出場すべてのチーム
が訓練の成果を十分に発揮して、きびきびとした操法を
披露しました。結果は次のとおりです。
男子の部 優勝：シマノ熊本株式会社

２位：鹿北総合支所Ｂ
３位：九州オークラチーム

女子の部 優勝：山鹿市立病院Ｂ
２位：介護老人保健施設太陽
３位：特別養護老人ホームチブサン荘

…屋内消火栓操法競技大会　9月28日　山鹿植木消防本部

▲火点をめがけ勢いよく放水　号令にも気合いが入ります



千田（鹿央）

子どもへの熱心な指導はもと
より、さまざまな研究修養に
努め、指導員など教育研究に
意欲的に参加し、教職員の指
導助言にも貢献した功績が認
められ受章

山鹿（山鹿） 津袋（鹿本）

永きにわたり、旧鹿央町議
会議員として地方自治の伸
展に尽力し、議長として在
任中は、議会の円滑な運営
に粉骨砕身した功績が認め
られ受章

不言実行の精神を重視し、
児童の側に立った教育環境
整備や、地域住民や保護者
と一体となった子どもの健
全育成などに努めた功績が
認められ受章

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

車で移動が多くなりつつある現代、最近景色を見ながら
のんびりマイペースで歩いていますか？
清々しい朝の空気を吸いながら、堤防沿い約10kmの道の

りを、マイペースで歩く「ウォーキング大会」が開催され
ました。決してスピードを競うわけではないので、もちろ
ん優勝とか順位はありません。107人の参加者は、年齢も５
歳から84歳と幅広く、おもいおもいのスタイルでスタート
しました。
途中で、４か所のチェックポイントが設けられており、

首からさげたチェック票にスタンプを押しながら歩きまし
た。「きつかったですか？」の問いかけに、「いやぁ～気持
ちよかですばい。もう風の冷たかですなぁ～」とゴール直
後に話しました。
たまには、車の速さではなくのんびり歩いて景色を見る

のもいいものですね。
▲第２チェックポイントでハイピース！

…鹿本町ウォーキング大会　10月14日　
水辺プラザスタート・ゴール

菊鹿地区八三会主催の農業体験では、今年の６月に田
植えをした稲の刈り取り時期を迎え、稲刈りの体験に７
組31人が挑戦しました。
八三会の人たちから指導を受けながら、初めて鎌で刈

り取る作業に、子どもたちは四苦八苦。
一束一束丁寧に刈り取った後は、掛け干ししました。
昼食では、新米で作ったおにぎりと、あったか手作り

豚汁が振る舞われ、疲れが吹き飛びました。
11月の収穫祭を楽しみに「また今度！」とお互いに言

い合い、この日の楽しい農業体験は終了しました。

…八三会(ハッサンカイ)農業体験　10月13日　菊鹿三区

▲ヨッコラショ！たくさん実った稲は重たいぞ！

▲熱心に遺跡の説明を聞きながら学ぶ受講生（岩原横穴群）

…ふるさと山鹿歴史教室　10月14日　市内文化財めぐり　

５月から出土文化財管理センターで、月に一度実施してい
る歴史教室。毎回、山鹿の歴史や豊富な文化財について学ん
できましたが、今回現地見学として、市内各地に点在する文
化財を、実際にめぐり、学芸員の解説を聞きながら見学しま
した。
馬塚古墳に始まり、各地区の装飾古墳や装飾横穴、古墳や

寺など13か所で、貴重な文化財を目にし生きた学習ができま
した。
参加者からは、「初めての遺跡が多く、価値の高さに驚い

た」「詳しい解説があったので見る目が違った」などの感想
が聞かれました。

山鹿市と岡山県高梁
たかはし

市（旧有漢町）、高知県四万十
し ま ん と

町
（旧大正町）との２市１町での友好都市締結調印式が山鹿
市内のホテルで行われました。
平成11年に旧鹿本町が『石のかざぐるま』を設置してい

る縁で３町間で姉妹締結をしていました。２市１町は市町
村合併後も姉妹関係継続を希望し今回の締結となりました。
調印式には、各市町から首長、議会議長ら関係者約30人

が出席。中嶋憲正山鹿市長、秋岡毅高梁市長、前田哲生四
万十町長と、各議会議長が友好都市提携盟約書に署名。
今後２市１町は各分野での交流を通じて、友好と親善を

深めていくことを確認しました。

…高梁市・山鹿市・四万十町友好都市締結調印式
10月６日　市内ホテル

▲友好都市締結調印後、中嶋憲正市長(左から３人目）、高野議長(左
から４人目）らが、がっちりと握手しました

秋晴れの下、あんずの丘には県内外から98チーム約780
人のサッカー少年少女が集まり、熱戦を繰り広げました。
菊鹿クラブ３年の竹下和毅くんと牛崎真子さんが「あ

んずの丘でサッカーができるのを楽しみにしてきました。最
後まであきらめずがんばります」と大きな声で選手宣誓。
鹿本中サッカー部も審判として協力してくれました。
あんずの丘には１日中歓声と応援の声が響きました。
山鹿市関係の上位入賞チーム
小学３年生の部 優勝：山鹿FCJバルサ

３位：鹿央アントラーズ３－A
小学１年生の部 ２位：山鹿FCフリューゲルス
ガールズの部 ３位：菊鹿クラブガールズ
年長の部 ３位：山鹿FCリバプール
年中の部 ３位：山鹿FC年中

…第10回あんずの丘U-9サッカー大会
10月13日　菊鹿多目的運動広場

▲３年生の部優勝の山鹿FCJバルサ　豪快なヘディングシュート



す
ぐ
応
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん

【
相
談
内
容
】

全
く
知
ら
な
い
業
者
か
ら
７
年
前
に
契
約
し
た
宝
石

の
会
員
契
約
が
解
約
に
な
っ
て
い
な
い
と
電
話
が
あ
っ

た
。
会
員
に
な
っ
た
覚
え
も
な
か
っ
た
が
、「
契
約
を

続
行
す
る
か
、
退
会
す
る
か
」
と
い
わ
れ
、「
退
会
す

る
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。

退
会
手
続
き
の
た
め
指
定
の
場
所
に
呼
ば
れ
「
退
会

す
る
に
は
、
一
生
涯
有
効
な
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
安
く
受

け
ら
れ
る
と
い
う
52
万
円
の
会
員
契
約
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
応
じ
て
し
ま
っ
た
。

解
約
し
た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
・
・
・
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

全
く
関
係
の
な
い
業
者
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
く
る

こ
と
自
体
お
か
し
な
話
で
す
。

こ
の
よ
う
な
誘
い
に
乗
っ
て
、
新
た
な
契
約
を
し
て

し
ま
う
と
、
情
報
が
「
カ
モ
リ
ス
ト
」
と
し
て
転
売
さ

れ
、
同
じ
よ
う
な
勧
誘
の
電
話
が
次
々
と
か
か
っ
て
き

て
、
被
害
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

業
者
の
話
に
は
、
全
く
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
時
点
で
き
っ
ぱ
り
と
断
り
、
業

者
の
話
に
応
じ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

も
ち
ろ
ん
今
回
の
例
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
よ
り

契
約
解
除
が
で
き
ま
し
た
が
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
を
経
過
し
た
場
合
で
も
、
業
者
が
う
そ
を
言
っ
て
、

そ
れ
を
相
談
者
本
人
が
事
実
で
あ
る
と
誤
認
し
て
契
約

し
て
お
り
、
特
商
法
に
よ
る
契
約
の
取
消
が
主
張
で
き

ま
す
。

…
商
工
課
　
　
　
　
　
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課)

1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

《今月は山鹿市中央公民館図書室から》

▲臼塚古墳全景

臼
塚
古
墳
は
、
大
字
石
字
臼
塚
に
あ
り
、

六
世
紀
前
半
に
築
造
さ
れ
た
直
径
約
三
十

五
ｍ
、
高
さ
約
５
ｍ
の
円
墳
で
あ
る
が
、

築
造
時
は
も
っ
と
大
き
な
墳
丘
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

昭
和
三
十
年
八
月
に
原
口
長
之
先
生
と

山
鹿
高
校
考
古
学
部
員
（
筆
者
も
高
二
で

参
加
）
で
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
既
に
盗

掘
を
受
け
て
い
た
が
多
数
の
出
土
品
が
あ

っ
た
。
土
器
類
（
埴
輪
・
須
恵
器
等
）、
鉄

器
類
（
鏃
・
刀
子
・
馬
具
類
等
）、
装
身
具

類
（
勾
玉
・
管
玉
・
切
子
玉
・
丸
玉
・
小

玉
・
金
鐶
（
耳
輪
）
・
銀
鐶
・

金
銅
製
冠
飾
り
等
）
多
数
の
出
土
品
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
墳
丘
の
大
き
さ
を

確
認
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

複
室
の
横
穴
式
石
室
を
有
し
、
玄
室

げ
ん
し
つ

（
後
室
）
の
羨
門
両
袖
石
に
人
物
と
三
角
形

を
白
色
で
、
石
屋
形
の
奥
壁
に
は
赤
・

白
・
青
の
連
続
三
角
文
様
が
描
か
れ
た
装

飾
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
貴
重

な
古
墳
と
し
て
市
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い

る
。『

鹿
本
郡
誌
』
臼
塚
の
項
に
「
埴
輪
の

破
片
周
囲
に
散
乱
せ
る
あ
り
、
中
央
に
南

面
し
た
る
一
大
石
人
あ
り
し
が
明
治
三
十

七
年
春
鹿
本
中
学
校
生
徒
中
島
秀
雄
氏
に

発
見
報
告
せ
ら
れ
、
現
在
同
校
に
保
管
せ

ら
る
。
其
の
後
チ
ブ
サ
ン
の
石
人
、
菊
池

郡
花
房
の
石
人
、
熊
本
市
池
田
の
石
人
等

を
発
見
せ
る
が
、
其
の
端
緒
は
全
く
こ
の

石
人
に
あ
り
し
な
り
東
西
九
間
南
北
七
間

高
四
間
。」
と
あ
り
、
県
内
で
最
初
の
発
見

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
石
人

（
県
指
定
重
要
文
化
財
）
は
、
県
立
美
術
館

本
館
の
地
下
「
装
飾
古
墳
室
」
に
展
示
公
開
、

鹿
央
の
県
立
装
飾
古
墳
館
に
も
実
物
大
の

精
巧
な
複
製
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩

よ
う
け
つ
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

製
で
首
を
失
い
ヤ
ッ

コ
ダ
コ
型
を
呈て

い

し
、
高
さ
約
一
・
五
ｍ
、

肩
幅
０
・
九
一
ｍ
、
胸
囲
一
・
六
一
ｍ
、

腰
囲
二
・
四
ｍ
あ
り
、
体
に
短
甲
を
着
け
、

背
中
に
は
靭
を
負
い
武
装
し
た
姿
は
古
墳

の
番
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

石
人
は
、
石
製
表
飾
の
一
種
で
、
石
の

埴
輪
（
石
人
・
石
馬

せ
き
ば

）
と
も
呼
ば
れ
『
筑

後
国
風
土
記
逸
文
』
に
「
大
和
朝
廷
に
反

抗
し
た
筑
紫
君
磐
井
の
墓
に
立
つ
石
人
等

が
大
和
朝
廷
軍
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
筑
紫
国
造
磐
井
の
墓

と
言
わ
れ
る
八
女
市
「
岩
戸
山
古
墳
」
か

ら
出
土
し
た
百
点
余
り
の
石
製
品
の
ほ
と

ん
ど
が
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
其
の
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
石
人
・
石
馬
の
出
土
地
は
磐
井

の
勢
力
圏
と
言
わ
れ
、
臼
塚
の
石
人
も
そ

の
時
に
破
壊
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

紹
介
者：

山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

前
田
　
軍
治
さ
ん

（
山
鹿
市
原
町
）

▲墳丘に登り調査を見学する大勢の人【昭和30年８月撮影】

臼
塚
石
人

（
装
飾
古
墳
館
展
示
の
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
）

▲

秋
期
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施
期
間
（
11
月
９
日
〜

15
日
）
に
合
わ
せ
て
、『
平
成
19
年
度
　
消
防
の
絵
・

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
』
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
消
防
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
山
鹿

植
木
管
内
の
小
学
生
か
ら
絵
の
部
276
点
、
書
道
の
部
463

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
力
作
ぞ
ろ
い

で
消
防
の
防
火
精
神
を
様
々
な
面
か
ら
と
ら
え
て
あ

り
、
技
術
的
に
も
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の
作
品
ば
か
り

で
し
た
。

審
査
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
絵
の
部
】

最
優
秀
賞

低
学
年
の
部
　

城
北
小
学
校
１
年
　
　
津
留
　
美
咲
さ
ん

高
学
年
の
部
　

平
小
城
小
学
校
６
年
　
杉
谷
　
紗
耶
さ
ん

【
書
道
の
部
】

最
優
秀
賞

低
学
年
の
部
　

菱
形
小
学
校
１
年
　
　
西
山
　
結
愛
さ
ん

高
学
年
の
部
　

田
底
小
学
校
６
年
　
　
緒
方
　
美
沙
さ
ん

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
作
品
は
、
左
記
の
場
所
で
展

示
さ
れ
ま
す
。

場
　
所u

植
木
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

期
　
間u

11
月
９
日
F
〜
11
月
15
日
E

人気エッセイストとなった林あや美には、痛い思い出が
ある。12年も前、一緒に夜遊びしていた歌舞伎町で、女
子高生の友達が突然消え失せたのだ。そんなあや美の前
に、次々と現れる奇怪な男女。それが恐怖の始まりだっ
た…。

小手鞠るい／著　徳間書店

ハワイ生まれのキュートな女の子・アユが本物の愛を求
めて、巡り会ったのは…？「エンキョリレンアイ」の著
者が贈る、痛いけれどさわやかなガールズ・ラブ・スト
ーリー。

楽しいときも苦しいときも、いつも彼がいた…。「佐賀の
がばいばあちゃん」の島田洋七が、「がばい芸人」北野武
との30年にわたる友情を描いた、笑いと涙の感動作。

島田洋七／著　徳間書店

・おはなし会
日時u11月28日D 午後２時30分から

・おはなし会
日時u11月10日G・17日G・24日G

午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u11月６日C・13日C・20日C

27日C 午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u11月６日C・20日C

午前10時30分から
・布のタペストリーを使ったおはなし会　
日時u11月10日g 午前10時30分から
・赤ちゃんとママ(パパ）の絵本教室
※日時・場所等はお問い合せください

山鹿市中央公民館図書室
u11月３日_・23日_・26日B
山鹿市鹿本図書館
u11月３日_・５日B・12日B

19日B・23日_・26日B
30日F

鹿北公民館図書室
u毎週月・土・日曜と祝祭日の
午後５時以降
(月曜日が祝日の場合終日休館）
(火～金は午後8時まで開館）

菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

岩井志麻子／著　徳間書店



か
お
う
保
育
園
　
　
1
36
‐
２
１
１
０

子
ど
も
た
ち
と
、
目
に
見
え
る
菜
園
活
動
を
一
緒

に
楽
し
も
う
と
、
３
歳
以
上
児
の
部
屋
の
前
の
プ
ラ

ン
タ
ー
に
育
て
た
野
菜
が
実
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
野
菜
を
育
て
て
は
、
た
く
さ
ん
失
敗
も

し
て
き
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
方
々
の
協
力
を
得
て

土
の
提
供
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
野
菜
育
て
の
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お

か
げ
で
、
収
穫
し
た
野
菜
を
そ
の
ま
ま
の
味
で
味
わ

っ
た
り
、
給
食
の
先
生
に
料
理
し
て
も
ら
っ
て
食
べ

て
い
ま
す
。
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
と
の
ク
ッ
キ
ン
グ

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

バ
ケ
ツ
の
中
に
は
、
保

護
者
の
方
か
ら
提
供
し
て

も
ら
っ
た
も
ち
米
が
実
っ

て
い
ま
す
。
稲
刈
り
・
架

け
干
し
・
米
つ
き
・
脱
穀

な
ど
手
作
業
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
な
が
ら
も
ち
を
つ

い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

十
月
二
十
七
日
の
祖
父

母
参
観
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
育
て
た
パ
セ
リ
の
入
っ
た
ス
コ
ー
ン
を
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

大
が
か
り
な
菜

園
活
動
は
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
野

菜
に
付
く
虫
を
飼

育
ケ
ー
ス
で
育
て

る
な
ど
、
目
の
前

に
あ
る
か
ら
こ
そ
、

子
ど
も
た
ち
の
気

づ
き
や
、
発
見
も

多
い
毎
日
を
、
こ

れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

▲わぁ～！赤くなっとる～

内
田
保
育
園
　
1
48
‐
９
１
２
３

今
年
も
、『
ち
び
っ
こ
農
園
』
で
育
て
た
野
菜
で
、

ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
苗
を
植
え

毎
日
の
水
や
り
を

し
て
お
世
話
を
す

る
こ
と
で
、
花
が

咲
き
、
実
が
な
り
、

収
穫
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

か
ま
ど
の
上
の
お

鍋
の
中
に
は
夏
野

菜
が
た
く
さ
ん
入

り
、
格
別
お
い
し

い
カ
レ
ー
が
で
き

ま
し
た
。「
お
兄
ち

ゃ
ん
の
作
っ
た
カ

レ
ー
、
お
い
し
い
！
」
の
声
に
、
思
わ
ず
ニ
ッ
コ
リ
！
　

九
月
に
は
、
や
ま
め
の
つ
か
み
取
り
を
し
ま
し
た
。

冷
た
い
水
の
中
を
追
い
か
け
回
し
、
や
っ
と
つ
か
ん
だ

『
や
ま
め
』
〜
魚
の
体
の
感
触
は
、
初
体
験
で
し
た
。

塩
焼
き
を
お
い
し
く
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、「
先
生
、

こ
れ
、
さ
っ
き
捕
ま
え
た
と
？
」「
そ
う
。
さ
っ
き
ま

で
泳
い
で
い

た
魚
よ
」「
ふ

ー
ん
…
」
と

し
み
じ
み
。

み
ん
な

（
野
菜
も
魚

も
）
生
き
て

い
る
。
そ
れ

を
い
た
だ
い

い
て
大
き
く

な
る
話
を
し

ま
し
た
。

食
べ
物
を
粗
末
に
せ
ず
に
い
た
だ
く
こ
と
、
み
ん
な

生
き
て
い
て
命
が
あ
る
と
い
う
大
事
な
こ
と
を
、
子
ど

も
な
り
に
わ
か
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▲「お魚ヌルヌルだぁ～」
やまめのつかみ取り（番所） ▲早く食べたいなあ～　夏野菜のカレー

八
玉
保
育
園
　
1
43
‐
５
１
８
１

恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
も
子
ど
も
た

ち
と
、
い
ろ
ん
な
野
菜
作
り
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
い
よ
い
よ
念
願
の
『
米
作
り
』
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

専
門
知
識
と
技
術
の
必
要
な
米
作
り
で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
が
「
平
山
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
慕
う
梅

田
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

六
月
の
田

植
え
当
日
、

初
め
て
の
経

験
に
ウ
キ
ウ

キ
わ
く
わ
く

の
子
ど
も
た

ち
。
は
だ
し

で
田
ん
ぼ
の

中
に
入
る
と

「
ぬ
る
ぬ
る
す

る
け
ど
気
持

ち
い
い
」
と

土
の
感
触
を

楽
し
ん
だ
り
、

「
足
の
動
か
〜
ん
」
と
周
り
に
助
け
を
求
め
た
り
、
に

ぎ
や
か
な
田
植
え
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
稲
も
梅
雨

や
暑
い
夏
を
越

し
、
す
く
す
く
育

っ
て
実
り
の
秋
を

迎
え
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
稲
刈
り
で

す
。
新
米
で
お
に

ぎ
り
を
作
っ
た

り
、
も
ち
米
で
お

も
ち
つ
き
を
し
た

り
す
る
の
が
、
今

か
ら
楽
し
み
で

す
。

▲もうすぐ稲刈りだよー

▲初めての田植え

９月12日Dに、菊鹿健康福祉センター『ひまわり館』
で開催しました。子育て中のみなさん、地域の方々、
山鹿市全域からたくさんの方にご来場いただき、感動
の一時を共有しました。
10年間に渡る家族によるリハビリの話では、家族や友

達の支えや、親の愛の深さ、今の時代に一番大切で忘れ
てはならない命の尊さを学ばせていただきました。
ミニコンサートでは、たけしさんの、聴く人の心に

ストレートに響く歌声に、会場のみんなが温かい気持
ちになり、その笑顔に心いやされた時間でした。
山鹿から、い

やしのパワーを
発信中の一ノ瀬
さん親子に、自
分を見つめ直す
時間や前向きに
歩くことの大切
さと勇気をいた
だいた一時でし
た。

▲一ノ瀬たけしさんの歌声が
参加者の心に響き渡りました

一ノ瀬純二さん・一ノ瀬たけしさん

９月21日F、鹿本町のゆうくんちで『男の子育て談義』
を行いました。古荘敏和先生をアドバイザーに迎え、ベ
テランお父さんから新米パパまで12人が参加しました。
・子どもを見ていると自分の子どもの頃によく似てい
ることに気づく。まだ幼稚園なので、これからいっ
ぱいかかわっていきたい。
・中、小、保育園と３人子がいる。中学生はアイドル
に夢中になり、父親として複雑な心境。
この他にもいろいろな意見がでて、和やかな中にも充

実した『男の子
育て談義』が
でき、２回目も
ぜひやりたい
と言う声も聞
かれました。
参加希望の方
はどなたでも
どうぞ！

…鹿本子育て支援センター　146-2635問合せ

▲活発な意見交換ができました

【子育て中のママたちのヨーガ教室】
ヨーガで身体を！心を！リフレッシュしませんか？
日時u11月16日F 10時受付　10時30分～正午
場所u鹿本生涯学習・健康センター『ひだまり』
対象u子育て中の親（託児あり）
講師u吉内恵美子先生
定員u30人（先着順）
申込み期間u11月５日b～（定員になり次第締切）
参加費u無料
持ってくる物uヨーガマット、バスタオル等

（動きやすい服装で）

…鹿本子育て支援センター
146-2635

申込み・問合せ

☆

☆ ☆

☆

☆ ☆

まだ使えるけど、不要になってしまった…

必要だけど新品を買うのはちょっと…

という　みなさんの声を掲示板で紹介し、譲る方
と求める方をつなぐものです。
不要となった物をゴミとして

捨てる前に、ぜひリサイクルし
ましょう。
※利用上の注意点、詳しいお問い合せは、各子育て
支援センター・つどいの広場までお願いします。
山鹿子育て支援センター　　　　　　　　143-1270
鹿北子育て支援センター　　　　　　　　132-3194
菊鹿子育て支援センター　　　　　　　　148-4660
鹿本子育て支援センター　　　　　　　　146-2635
鹿央子育て支援センター　　　　　　　　136-2150
つどいの広場（ぽかぽか・おさか童夢） 143-1155



小学校・中学校の話題をお届け！
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HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

内田小学校

山鹿市熊入町416総合体育館内
1４３‐００９３

６年早田有里
今年の運動会で、私は団長になったので特に応援団

をがんばりました。メリハリをつけてするところや、
振り付けをしながらでも大きな声を出すことに気をつ
けて、みんなの手本になれるようにがんばりました。
本番になって、今までの練習でやってきたことのす

べてを出しきって、一生懸命にがんばりました。でも、
負けてしまって、とても悔しかったです。
私は、とても落ち込んでいましたが、運動会が終わ

った後、お母さんが「これまでよくがんばったね。練
習から本番まで一生懸命がんばったなら、それでよか
たい」と言ってくれた一言で、とても心がすっきりし
てうれしかったです。
私は、この運動会で団長を経験したことで、これか

らは、何事も結果だけを
気にするのではなく、そ
れまでの練習や準備に全
力でがんばることの大切
さを学びました。そして、
家族はもちろん、一緒に
がんばってきた人たちへ
の感謝の気持ちも忘れな
いようにしたいと思いま
す。

▲昨年の駅伝大会のワンショット！

山
鹿
市
老
人
ク
ラ
ブ
山
鹿
支
部

環
境
部
会
　
宮
本
　
明
生
さ
ん

私
た
ち
は
、
単
行
本
「
古
木
と
の
語

ら
い
」
に
次
い
で
「
溜
池
・
湧
水
調
査

報
告
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

五
十
年
昔
に
比
べ
、
溜
池
や
湧
水
池

が
荒
れ
て
い
ま
す
。

溜
池
は
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
り
、
湧

水
池
は
草
木
に
埋
も
れ
忘
れ
か
け
て
い

る
よ
う
で
す
。

先
人
の
苦
労
と
知
恵
と
努
力
の
結
晶

を
、
後
世
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
こ

れ
か
ら
の
事
を
考
え
て
も
ら
う
一
助
と

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

十
六
頁
と
い
う
小
冊
子
で
す
が
、
未

来
に
残
す
大
切
な
一
書
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
に
読
ん
で

い
た
だ
き
、
環
境
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
住
み
良
い
山
鹿
の
建
設
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
そ
の
他
に
配
布
し
ま
し
た
が
、

少
し
残
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
、
老
人
セ
ン
タ
ー
（
1
43
‐
１

１
０
４
）
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。（
有

料
配
布
に
な
り
ま
す
）

投
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山
鹿
俳
句
会
　
大
林
　
さ
ん

俳
句
会
へ
の
お
誘
い
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
は
、
熊

本
の
俳
誌
「
阿
蘇
」
の
主
宰
者
で
あ
り

ま
す
熊
本
大
学
教
授
岩
岡
中
正
先
生
で

す
。

「
千
人
が
千
の
蛍
と
な
り
踊
る
　
中
正
」

こ
の
句
は
、
山
鹿
灯
籠
祭
を
詠
ま
れ

た
先
生
の
句
で
す
。

俳
句
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は

大
林
（
1
44
‐
４
３
８
０
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

日時u11月23日_ ８：30～８：40 受付　
（小雨決行） ９：00～　　　　スタート

場所u山鹿市立博物館前広場　スタート・ゴール
参加資格u小学４年生以上の女性

※先着15チームに限り小学生の男子４年生以上オー
プン参加可能

コースu【一般の部・小学生の部（５区間）】
１区間　1.6Km

【中学生の部・高校生の部（５区間）】
第１走者　　　　1.9Km
第２～第５走者　2.2Km

参加料u１チーム　2,500円（保険料含む）
※参加者全員に参加賞あり

申込締切u11月16日F

※申込書に記入・押印のうえ申込
※参加料は当日受付時でも可
※ゼッケンは各チーム準備
…やまが総合スポーツクラブ（総合体育館内）

前田　1４３‐００９３

投
稿

内
古
閑

龍
一
さ
ん
　
　

９
月
16
日
熊
本
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会
が
、
県
立
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

８
月
の
男
女
ペ
ア
戦
で
優
勝
し
た
坂

本
政
史
・
東
美
穂
ペ
ア
は
、
選
手
宣
誓

を
務
め
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
い
か
ん
な
く

発
揮
し
、
フ
リ
ー
の
部
で
坂
本
政
史
さ

ん
は
、
中
村
さ
ん
（
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
）

と
ダ
ブ
ル
ス
を
組
み
、
見
事
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

月
曜
日
の
夜
（
午
後
８
時
〜
午
後
10

時
）
を
練
習
に
あ
て
て
い
ま
す
が
、
暑

さ
の
せ
い
で
、
休
ま
れ
る
方
が
少
し
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

今
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。

み
な
さ
ん
、
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

楽
し
く
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日
は
、
若
い

人
た
ち
が
一
緒
に
指
導
し
ま
す
。

ど
ん
ど
ん
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

申込・問合せ

９月30日(日)は、内田小学校の運動会でした。
「最後まで、笑顔と元気がいっぱい

みんなが燃える最高の運動会」
という今年のスローガンのもとに、子どもたちを
中心に、保護者や地域の方々が全校ダンスの「菊
鹿音頭」などにも積極的に参加されました。まさ
に学校と地域が一体となった運動会でした。
また、子どもたちも猛暑の中でも練習や準備を

乗り越え、運動会当日は、その練習の成果を精一
杯に出してくれました。一人ひとりが大きく成長
してくれた一日でした。

▲地域の方々と一体となって踊った菊鹿音頭 ▲熱く燃えた運動会 ▲みんなで力を合わせた綱引き

新
し
い
会
員
も
ぜ
ひ
見
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
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市
立
博
物
館
友
の
会

方
保
田
東
原
遺
跡
は
、
邪
馬
台
国
が

あ
っ
た
頃
に
営
ま
れ
た
大
規
模
な
集
落

で
す
。
中
九
州
を
代
表
す
る
遺
跡
と
し

て
、
国
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
年
で
国
史
跡
方
保
田
東
原
の
発
掘

調
査
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
35
年
、
こ
れ

ま
で
の
調
査
の
成
果
を
一
堂
に
展
示
す

る
企
画
展
「
掘
っ
た
　
出
た
　
方
保
田

東
原
〜
邪
馬
台
国
の
あ
っ
た
こ
ろ
〜
発

掘
調
査
35
周
年
記
念
企
画
展
」
が
10
月

６
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
初
日
か
ら
来
館

者
が
、
熱
心
に
展
示
品
を
見
学
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

全
国
に
も
数
少
な
い
石
包
丁
形
鉄
器

や
巴
形
銅
器
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
初

公
開
と
な
る
鉄
製
釣
針
や
滑
石
製
の
ネ

ッ
ク
レ
ス
な
ど
、
多
種
多
様
な
品
々
を

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

ほ
か
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
貴
重

な
資
料
で
、
方
保
田
東
原
遺
跡
の
特
徴

を
伝
え
て
い
ま
す
。

体
験
と
し
て
、「
勾
玉
づ
く
り
（
11

月
い
っ
ぱ
い
ま
で
）」「
ど
き
土
器
抱
っ

こ
体
験
」
な
ど
も
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
市
立
博
物
館
を

訪
れ
、
身
近
な
方
保
田
東
原
遺
跡
を
も

っ
と
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間u

１
月
31
日
E
ま
で

▲選手宣誓をする坂本・東ペア

▲珍しい発掘品が展示してあります

▲溜池・湧水調査報告書



F
は
、
国
民
健
康
保
険

税
第
８
期
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。口

座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時u

11
月
28
日
D
・
29
日
E

30
日
F

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

山に入られる方は、目立つ服を着用されるなどして
十分に注意してください。
銃声が聞こえた場合は、山に近づかないでください。
【狩猟期間】
平成19年11月15日E～平成20年２月15日Fまで

…農林振興課
1４３‐１５５６

問合せ

【
受
益
者
分
担
金
の
取
扱
い
の
変
更
】

受
益
者
分
担
金
に
つ
い
て
は
、
宅
内

接
続
時
に
賦
課
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
20
年
度
に
未
接
続
の
世
帯
お
よ
び
事

業
所
等
を
対
象
に
、
受
益
者
分
担
金
が

一
斉
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。

対
象
地
区u

鹿
本
地
区
・
鹿
央
地
区

【
下
水
道
使
用
料
金
の
算
定
に
必
要
な

人
数
の
変
更
手
続
き
】

下
水
道
使
用
料
金
の
算
定
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
居
住
さ
れ
て
い
る
人
数
で

行
っ
て
い
ま
す
。
世
帯
人
数
の
変
更
が

あ
り
ま
し
た
ら
本
庁
ま
た
は
各
総
合
支

所
の
窓
口
、
下
水
道
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
地
区u

・
山
鹿
地
区
で
井
戸
水
使
用
世
帯

・
鹿
北
、
菊
鹿
、
鹿
本
、
鹿
央
各

地
区
の
下
水
道
接
続
世
帯

【
宅
地
内
の
下
水
点
検
・
清
掃
等
に
訪

れ
る
不
審
な
業
者
に
注
意
！
】

お
宅
を
訪
問
し
、
下
水
の
排
水
管
や

桝
の
調
査
・
点
検
な
ど
と
言
い
、「
修

繕
・
清
掃
・
消
毒
」
を
迫
っ
た
り
、
強

引
に
行
う
業
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
宅
内
の
排
水
管
な
ど
の
点

検
や
修
繕
を
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
伺
う
よ
う
な
場

合
、
事
前
連
絡
い
た
し
ま
す
。

※
少
し
で
も
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
　

・
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る

・
そ
の
場
で
契
約
し
な
い

・
下
水
道
課
に
問
い
合
わ
せ
る

…
下
水
道
課

1
43
‐
１
１
９
８

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
福
祉
課

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

11
月
11
日
A
〜
17
日
G
ま
で
「
税
を

考
え
る
週
間
」
で
す
。

税
の
仕
組
み
や
目
的
等
を
考
え
て
も

ら
い
、
国
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る

理
解
を
一
層
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

地
区
に
よ
り
交
付
日
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

…
子
育
て
支
援
課

1
43
‐
１
５
１
４

問
合
せ

地区
山鹿地区
鹿北地区
菊鹿地区
鹿本地区
鹿央地区

場所
市役所１階会議室

各地区総合支所
市民福祉課

交付日
11月７日D,８日E

11月７日D

11月７日D

11月７日D,８日E

11月７日D

※時間はいずれの地区も９：00～19：00
※本人確認できるもの（運転免許証など）と
印鑑を持参

国
民
年
金
保
険
料
は
、
税
の
申
告

を
す
る
際
、
納
め
た
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
の
際
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
支
払
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
よ
り
１

年
間
に
納
付
し
た
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

税
の
申
告
を
す
る
時
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期u

11
月
上
旬

（
今
年
初
め
て
10
月
２
日
以
降

に
納
め
た
方
は
翌
年
の
２
月
）

※
証
明
書
の
記
載
分
以
降
に
納
め
た
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
申
告
の
際
、
領

収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ルu

1
０
５
７
０
‐
00
‐
９
９
１
１

Ｉ
Ｐ
電
話
の
方

1
045
‐
326
‐
１
８
４
０

…
熊
本
西
社
会
保
険
事
務
所

1
096
‐
353
‐
０
１
４
１

問
合
せ

税
務
行
政
に
対
す
る
理
解
お
よ
び
納
税

道
義
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

11
月
10
日
G
〜
18
日
A
ま
で
、
小
・

中
・
高
校
生
の
作
文
や
書
道
な
ど
「
税

の
作
品
展
」
を
左
記
の
場
所
に
て
開
催

し
ま
す
。

○
プ
ラ
ザ
フ
ァ
イ
ブ
四
季
の
広
場

○
道
の
駅
か
ほ
く
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

○
教
育
委
員
会
菊
鹿
分
室

○
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」

○
鹿
央
総
合
支
所

…
山
鹿
税
務
署

1
44
‐
２
１
８
１

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

11
月
２
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
９
日
F

e
消
費
生
活
相
談u

11
月
16
日
F

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

11
月
１
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
８
日
E

e
司
法
相
談u

11
月
15
日
E

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

11
月
７
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
14
日
D

e
法
律
相
談u

11
月
21
日
D
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午
　

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

11
月
６
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
13
日
C

e
警
察
相
談u

11
月
20
日
C
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

11
月
５
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
12
日
B

e
心
の
悩
み
相
談u

11
月
19
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

日
時u

12
月
３
日
B

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

山
鹿
保
健
所

対
象
者u

・
生
活
衛
生
関
係
（
飲
食
関
係
営
業
、

食
肉
販
売
業
、
理
容
業
、
美
容
業
、

旅
館
ホ
テ
ル
業
、
公
衆
浴
場
業
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
ほ
か
）
営
業
者
お
よ

び
開
業
予
定
者

相
談
内
容u

経
営
、
融
資
、
税
務
に
関

す
る
相
談

相
談
員u

中
小
企
業
診
断
士
、
税
理
士

経
営
指
導
員

…
7
熊
本
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
362
‐
３
０
６
１

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

11
月
８
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

社会保険事務所の専門官が相談を受けます。
年金手帳や年金証書など基礎年金番号がわかる
ものをご持参ください。
日時u11月14日D・28日D

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
場所u市役所１階会議室

…国保年金課　1４３‐１５３０問合せ

多くの皆さまのご参加をお待ちしています。
日時u11月18日A

８：30～開場
※指示があるまで物件の確認可

９：30～入札開始
場所u鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

２階大会議室
…税務課収納係　1４３‐１１４４問合せ



〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

日
時u

12
月
８
日
G

午
後
零
時
半
〜

場
所u

鹿
北
体
育
セ
ン
タ
ー

内
容u

小
中
高
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
講
演
、
街
頭
啓
発
、
人
権

作
品
展
示
な
ど

…
人
権
啓
発
課1

43
‐
１
１
９
９

問
合
せ

日
時u

11
月
22
日
E

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所u

ポ
リ
テ
ク
熊
本
体
育
館

（
合
志
市
須
屋
２
５
０
５
‐
３
）

参
加
資
格u

現
在
就
職
先
を
お
探
し
の

方(

来
春
卒
業
予
定
者
を
除
く
）

参
加
企
業u

約
40
社

※
履
歴
書
を
複
数
枚
用
意
の
上
参
加

…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

1
24
‐
８
６
２
５

問
合
せ

市内在住者対象（学生を除く）の英会
話教室です。
◎期間　
平成19年11月中旬～平成20年７月中
旬まで（月２回）
◎各コース定員20人
◎受講料は無料
（ただし、教材費は実費徴収）

◎申込用紙は山鹿市中央公民館および
各教育分室にあります
◎申込締切　11月16日Fまで
【初級コース】（先生は日本語堪能）
日時u11月20日C（初回日）

19：30～21：30 火曜
場所u山鹿市中央公民館

【中級Ａコース・中級Ｂコース】
日時u11月22日E（初回日）

19：30～21：30 木曜
場所u中級Ａ　山鹿市中央公民館

中級Ｂ　鹿本生涯学習・健康　　
センター「ひだまり」

…社会教育課生涯学習係
1４３‐１６５１

対象者u市内住居者
（原則鹿本地区を除く）

補助対象機器u

・生ごみ処理容器　１世帯２個まで
・電動式生ごみ処理機　１世帯１基
補助金u購入代金の半額
※ただし、生ごみ処理容器２千円、

電動式生ごみ処理機２万円
の上限あり。

受付先u環境課
※土日を除く８：30～17：00
募集期間u11月末日まで
※応募者多数の場合は抽選

…環境課　　
1４３‐７２１１

申込・問合せ

11
月
12
日
B
〜
18
日
A
は
、「
全
国

糖
尿
病
週
間
」
で
す
。

そ
こ
で
、
左
記
日
程
で
測
定
・
相
談

等
を
行
い
ま
す
。
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

11
月
15
日
E

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
ま
で

場
所u

山
鹿
市
立
病
院

内
容u

・
身
長
、
体
重
、
体
脂
肪
、
血
圧
、

血
糖
値
測
定

・
薬
剤
、
栄
養
、
運
動
相
談

・
血
糖
測
定
器
、
イ
ン
ス
リ
ン
注

射
器
等
の
展
示

…
市
立
病
院

1
44
‐
２
１
８
５

問
合
せ

無
声
映
画
を
上
映
し
ま
す
。
弁
士
が

語
り
楽
団
が
生
演
奏
す
る
贅
沢
な
上
映

会
で
す
。

日
時u

11
月
25
日
A

午
前
の
部
　
午
前
11
時
　
　
開
演

午
後
の
部
　
午
後
２
時
半
　
開
演

※
午
前
と
午
後
で
は
上
演
映
画
が
違

い
ま
す

場
所u

八
千
代
座

料
金u

大
人
　
　
３
、
０
０
０
円

小
人
（
３
歳
〜
高
校
生
）

１
、
０
０
０
円

※
３
歳
未
満
の
お
子
様
は
入
場
不
可

※
２
公
演
セ
ッ
ト
券
あ
り

…
八
千
代
座

1
44
‐
４
０
０
４

問
合
せ

日
時u

11
月
25
日
A

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

300
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
感
謝
す
る
こ
と
を
中
心
に
心
の
幸
せ

を
学
び
ま
す
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

11
月
９
日
F

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

絵
手
紙
・
絵
文
字

講
師u

野
田
洋
市
氏
（
野
田
武
一
商
店
）

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

日
時u

11
月
17
日
G

昼
の
部
　
午
後
１
時
〜

夜
の
部
　
午
後
５
時
半
〜

※
い
ず
れ
も
開
場
は
１
時
間
前

愛
を
育

み
あ
い
、

豊
か
な
心

を
育
て
る

キ
リ
ス
ト

教
保
育
で

す
。

願
書
受
付u

11
月
１
日
E

入
園
説
明
会u

11
月
７
日
D

午
前
10
時
〜
（
当
園
に
て
）

募
集
人
数u

３
歳
児
　
　
　
15
人

４
・
５
歳
児
　
若
干
名

※
３
歳
児
ク
ラ
ス
に
空
き
が
あ
る
場
合

の
み
、
満
３
歳
児
（
３
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
方
）
の
入
園
も
可
。

※
延
長
保
育
、
園
バ
ス
あ
り

…
霊
泉
幼
稚
園

1
44
‐
３
１
２
０

申
込
・
問
合
せ

人
権
に
つ
い
て
考
え
、
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
標
語
と
し
て
表

現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
締
切u

11
月
30
日
F

用
紙
規
格u

Ｂ
４
判
縦
半
分
の
サ
イ
ズ

に
１
作
品

提
出
先u

人
権
啓
発
課

※
ひ
と
り
何
点
応
募
で
も
可

※
作
品
は
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一

環
と
し
て
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所

に
提
示
　
　

…
人
権
啓
発
課
　
　
　

1
43
‐
１
１
９
９

申
込
・
問
合
せ

史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時u

11
月
25
日
A

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
　

集
合
場
所u

南
の
関
う
か
ら
館

北
側
駐
車
場

主
な
コ
ー
スu

小
代
焼
野
田
窯
跡
、
東
肥
鉄
道
南
関

駅
跡
、
つ
づ
ら
が
嶽
城
跡
、
豊
前
街

道
、
番
所
跡
ほ
か

募
集
定
員u

30
人
（
先
着
順
）

募
集
締
切u

11
月
20
日
C

参
加
料u

一
人
　
１
、
０
０
０
円

（
昼
食
、
保
険
、
記
念
品
代
含
む
）

※
大
津
山
（
256
m
）
登
山
の
で
き
る
方

な
ら
ば
老
若
男
女
を
問
わ
な
い

※
電
話
で
申
込
み

※
雨
天
の
場
合
大
津
山
登
山
は
中
止

…
南
関
町
教
育
委
員
会
教
育
課
文
化
財
係

1
０
９
６
８
‐
53
‐
１
１
１
１

（
内
線
295
）

申
込
・
問
合
せ

申込・問合せ

期
間u

11
月
12
日
B
〜
18
日
A

平
日
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
７
時

土
・
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
担
当
者u

・
人
権
擁
護
委
員

・
法
務
局
職
員

相
談
内
容u

夫
婦
・
親
子
問
題
、
Ｄ
Ｖ
、

女
性
差
別
な
ど
女
性
を
め

ぐ
る
人
権
問
題

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専
用
電
話
番
号u

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

…
人
権
啓
発
課1

43
‐
１
１
９
９

問
合
せ

日
時u

11
月
17
日
G

午
後
１
時
半
〜

場
所u

山
鹿
市
立
博
物
館
研
修
室

演
題u

「
方
保
田
東
原
遺
跡

初
期
の
調
査
の
こ
ろ
」

講
師u

隈
　
昭
志
氏

（
前
市
立
博
物
館
館
長
）

※
講
演
会
参
加
者
は
入
館
無
料

…
山
鹿
市
立
博
物
館

1
43
‐
１
１
４
５

問
合
せ

子
ど
も
の
読
書
や
学
校
図
書
環
境
に

つ
い
て
学
び
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時u
11
月
17
日
G午

後
１
時
　
　
開
場

午
後
１
時
半
　
開
演

場
所u

天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
）

演
題u

「
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
読
書
」

講
師u

た
つ
み
や
章
氏

（
児
童
文
学
作
家
・
熊
本
市
学
校
図
書

館
を
考
え
る
会
代
表
）

参
加
費u

無
料

※
有
料
託
児
あ
り
（
一
人
200
円
、
11
月

13
日
C
ま
で
に
事
前
申
込
）

…
や
ま
が
図
書
館
友
の
会

代
表
　
吉
田
寛
子
1
43
‐
４
３
３
２

申
込
・
問
合
せ

場
所u

八
千
代
座

料
金u

全
席
指
定

Ｓ
席
　
１
３
、
０
０
０
円

Ａ
席
　
１
０
、
０
０
０
円

演
目u

奥
州
安
達
原
　
袖
萩
祭
文

義
経
千
本
桜
　
吉
野
山

歌
舞
伎
役
者u

市
川
亀
治
郎

市
川
段
四
郎
　
ほ
か

申
込
方
法u

ハ
ガ
キ
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
　

（
先
着
順
　
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
受
付
後
、
チ
ケ
ッ
ト
代
金
の
払
込
方

法
を
案
内

…
〒
８
６
１
‐
０
５
０
１

山
鹿
市
山
鹿
１
４
６
８

八
千
代
座
大
歌
舞
伎
公
演

実
行
委
員
会
　
1
44
‐
７
０
７
７

5
43
‐
３
０
６
１

申
込
・
問
合
せ

県内で初めて開催されます。
日時u11月10日G 10：30～
場所u鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

２階大会議室
語り手u志岐有子「ゆきのひ」

製作：伊万里市てんとうむしの家
…鹿本図書館　1４６‐１３１０問合せ

県県県県下下下下
初初初初



工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

9/4
9/4
9/4

9/4

9/4
9/4
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/25
9/26
9/26

9/26

9/26
9/26
9/26
9/26
9/26
9/26
9/26
9/26

麻生野中央線農道改良工事（ふるさと農道緊急整備事業）
平成19年度三玉・八幡地区幹線３号工事
平成19年度合里・山内地区中継ポンプ施設工事

平成19年度高橋地区配水管布設工事（その２）

平成19年度高橋地区配水管布設工事（その３）
平成19年度津袋地区配水管布設工事（その４）
麻生中間線道路改良工事
下島田中村線道路改良工事
御宇田山鹿線（１工区）道路改良工事その３
御宇田山鹿線（１工区）道路改良工事その４
下梶屋藤井線道路整備工事
上千田線道路改良工事
米野吉井線道路改良工事（２工区）
春間持松線道路改良工事
平成19年度高橋地区汚水管渠築造工事（２号）
平成19年度高橋地区汚水管渠築造工事（３号）
平成19年度高橋地区汚水管渠築造工事（４号）
平成19年度高橋地区汚水管渠築造工事（５号）
平成19年度高橋地区汚水管渠築造工事（６号）
平成19年度辺田目地区汚水管渠築造工事（1ー1,1ー2号）
平成19年度御宇田地区汚水管渠築造工事（６号）
平成19年度御宇田地区汚水管渠築造工事（７号）
平成19年度御宇田地区汚水管渠築造工事（９号）
平成19年度御宇田地区汚水管渠築造工事（10号）
天の川中尾線歩道整備工事（１工区）
本村園田線舗装工事

平成19年度鹿本中継ポンプ場ポンプ増設（機械設備）工事

平成19年度鹿本中継ポンプ場ポンプ増設（電気設備）工事
津留地区農業用排水路改修工事（単県農業農村整備事業）
下高橋地区農業用用水ポンプ場新設工事（単県農業農村整備事業）
鹿本中学校プール改築（本体）工事
鹿本中学校プール改築（機械設備・電気設備）工事
平成19年度合流式下水道緊急改善工事（１号）
平成19年度合流式下水道緊急改善工事（２号）
平成19年度椿井地区処理施設（土木・付帯）工事

麻生野地内
久原地内
鹿央町霜野他地内

鹿本町高橋地内

鹿本町高橋地内
鹿本町津袋地内
鹿北町四丁地内
菊鹿町長地内
鹿本町御宇田地内
鹿本町御宇田地内
鹿本町中富地内
鹿央町千田地内
鹿央町合里地内
鹿央町持松地内
鹿本町高橋地内
鹿本町高橋地内
鹿本町高橋地内
鹿本町高橋地内
鹿本町高橋地内
鹿本町辺田目地内
鹿本町御宇田地内
鹿本町御宇田地内
鹿本町御宇田地内
鹿本町御宇田地内
古閑地内
石地内

鹿本町来民地内

鹿本町来民地内
津留地内
鹿本町下高橋地内
鹿本町来民地内
鹿本町来民地内
新町地内
新町地内
椿井地内

2真公建設
2山榮開発
熊本利水工業!

南九州マルヰ!熊
本北支店
!九電工山鹿営業所
2野田設備工業
!古城建設
下田商事
!栄進工業
!波多野建設
2藤掛建設
2拓振建設
2上村建設
!誠和
2建城園土木
2板橋起業
2長島工務店
2澤建設
杉本土木
!波多野建設
豊田産業
!栄進工業
2牛島工務店
サクライ美装
2佐間野土木
2とみた工業
新明和工業!九州
支店
!安川電機九州支店
三真建設2

!誠工社山鹿支店
!プランニング匠
2東総合設備
!戸上建設
!戸上建設
!高喜工業

9,450,000
12,001,500
15,015,000

6,037,500

14,227,500
7,570,500
39,144,000
22,741,950
21,525,000
42,525,000
10,185,000
17,850,000
21,840,000
50,925,000
15,960,000
11,098,500
18,438,000
17,482,500
17,430,000
27,300,000
17,745,000
17,587,500
15,592,500
13,513,500
9,660,000
5,733,000

10,500,000

10,500,000
8,085,000
9,051,000
87,465,000
16,327,500
27,300,000
26,250,000
19,845,000

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ
開催日 行　事　名 時間 料金

午前

午後

夜間

夜間

日中

午前
－
終日
午後
夜間
日中

終日

午後

関係者

無料

有料

関係者

無料

関係者
－
有料
無料
関係者
無料

有料

関係者

１日E

２日F

４日A

５日B

10日G

11日A

14日D

17日G

18日A

19日B

24日G

25日A

29日E

平成19年度市芸術文化祭総合開会式
「鞠智城フォーラムin八千代座」
城北高校学園祭in八千代座
第49回県芸術文化祭参加事業
ゼーロンの会演劇公演　メディア
狂言教室
市芸術祭参加琴城流大正琴琴泉会
大正琴発表会
市民歌舞伎の会
休館日
八千代座大歌舞伎　市川亀治郎他
久一カラオケ教室
狂言教室
歌と踊りの祭典
活動写真弁士澤登翠と楽しむ
サイレント映画鑑賞会
演劇ワークショップ

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
絵と随想　服部秋彦　
期間u11月１日E～15日Eまで

k
江住昌蔵、多田隈亮典、東原重則、吉田茂喜
期間u11月16日F～30日Eまで

（最終日はそれぞれ15：00まで）

k 約200点展示
期間u11月２日F～12日Bまで

k 絣・編み物・アートフラワー
期間u11月15日E～27日Cまで
Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（第２火曜日・毎週水曜　定休）

k
期間u11月１日E～30日Fまで
ろうきん山鹿支店ロビー（鹿校通）
※お問い合せは一ノ瀬建志まで　1４４‐５６０９

k
期間u11月１日E～15日Eまで

k
千田聖母八幡宮御鎮座1600年大祭特集
期間u11月16日F～30日Fまで

「万葉の風」鹿央物産館（常設展示場）1３６‐３８３８
時間u10：00～17：00 （月曜定休）

３日_

４日A

11日A

18日A

23日_

25日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
11
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

もろとみ医院／くりた皮ふ科医院
武内医院／たなか眼科医院／幸村医院
大坪内科呼吸器科医院／大坂整形外科医院
坂本医院／はとの眼科クリニック
三森循環器科呼吸器科病院
星田内科医院／松永整形外科リウマチ科

山鹿に古くから伝わる三十三観音巡りです。
主要の12観音と史跡を２つのコースに分かれて
バスで巡ります。
日時u11月10日G・11日A やまが産業祭
時間uq10日G 13：00～　w11日A 10：00～

※所要時間はいずれも３時間程度
集合場所u総合体育館正面玄関（出発の30分前）
参加費u無料
募集定員u各コース40人
※歩く箇所がありますので、運動のできる服装でお
越しください。

我こそは山鹿の知識王ナンバーワンとい
うそこのあなた！
やまが王選手権クイズ大会に挑戦してみ

ませんか！優勝者には「やまが王」の称号
と豪華賞品が授与されます。
ふるってご参加ください。

日時u11月11日A やまが産業祭２日目
時間u11：30開始（予定）約１時間
場所u総合体育館第１アリーナ
参加資格u小学生～上限なし
参加申込u当日会場にて受付

k

期間u11月９日F～11日Aまで
山鹿市民会館大ホール　 時間u10：00～17：00
※お問い合せは赤星青汀まで　1４４‐６８８５

申込・問合せ

観光課　1４３‐１５７９



R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

（H19.２.６生れ）

池永（菊鹿）

Qわたしからメッセージ
おじいちゃん、おばあち
ゃん体を大事にしてね！
また遊んでください☆

Qわたしからのメッセージ
こんなに大きくなったよ！　
これからもいっぱい遊んでね

（H18.５.11生れ）

方保田（山鹿）

問合せ

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

食べ物がおいしくなるこの時期、「太った～」と感じた
あなた！さて～どうしましょう・・・。
身体を動かすことはもちろんですが、食事について考え

てみましょう。食事の三食、これはバランスよくきちんと
とることが大切ですので、回数を減らすわけにはいきませ
ん。ではどこで調整するか・・・。
今回は、「間食」にポイントをおいてみました。どうや

って間食を少しでも抑えることができるのかいくつかご紹
介します。
q

親しい友人などに悩みやイライラを話すことで間食行動
が抑えられる可能性があります。
w

家にいて、目の前にお菓子があるとどうしても食べたく
なりますよね。テレビを見ながらつい・・・。
買い物をするときなど必要なものだけ買って、家に置か

ない方がベストです。
e

どうしても食べたくなったら、軽いストレッチや家の掃
除などをして気分転換を図りましょう。
それでも我慢できないときはガムやヨーグルトなどがお

勧めです。
r

どうしても間食を止められない方は、「間食できる場所」
を決め、ダラダラ食いをしないようにしましょう。いろい
ろな場所に食べ物を置いているとついつい食べてしまいが
ち。「ここでしか食べない」と決めるのも間食を減らす方法
です。
以上４つ挙げてみましたが、あくまでも例です。個人個

人でいろいろな方法があると思います。自分にあった方法
を実行してみてください。

（H19.１.21生れ）

阿佐古（菊鹿）

Qわたしからメッセージ
兄ちゃん姉ちゃんいっぱい
遊んでくれてありがとねQ

日本では、糖尿病の増加が大きな健康問題となって
います。糖尿病が強く疑われる人は、すでに700万人
を越え、特に50歳以上では３～４人にひとりが、糖尿
病の可能性を否定できません。

糖尿病とは、血糖値をコントロールするインスリン
というホルモンの分泌量や働きが低下し、血糖値が高
い状態が慢性的に続く状態をいいます。

夜間にお子さんがケガや急病で心配なときは、

熊本県小児救急電話相談をご利用下さい！

相談時間u毎日・夜間
午後７時～午後11時

相談員u看護師
電話番号u県内統一　

または携帯電話・ダイヤル回線からは

1
※携帯電話からも♯8000で相談できます

１型糖尿病 ２型糖尿病

遺伝

飲みすぎ

食べすぎ

運動不足

遺伝、その他の原因で
インスリンを合成できない

遺伝、生活習慣の乱れにより発症、

現在急増中

血糖値が高い状態が続くと、全身の血管に障害が起き、
様々な合併症を引き起こします。

（社）日本家族計画協会「増えつづける糖尿病」より

場所と日時u
qMr.Max山鹿店
11月２日F ９：30～11：30

12：30～16：00
w菊鹿総合支所
11月６日c ９：30～12：00         

eJA菊鹿支所
11月６日c 13：00～15：30

r鹿央多目的研修施設
11月21日D ９：30～11：30

12：30～16：00

赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０

・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

日時u11月５日B 山鹿・菊鹿
11月12日B 山鹿・鹿北
11月19日B 山鹿・鹿本
11月26日B 山鹿・鹿央
13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿 北→鹿北総合支所
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
鹿　央→鹿央多目的研修センター

k
＊３～４か月児健診（19年７月生）
日時u11月20日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（19年３月生）
日時u11月27日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（18年３月生）
日時u11月６日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊３歳児健診（16年７月生）
日時と対象u
11月16日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
11月30日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k
＊乳児健診（19年３月・７月生）
日時u11月13日c 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（16年７月・８月生）
日時u11月22日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u11月５日B…菊鹿　11月12日B…山鹿・鹿北
11月19日B…鹿本　11月26日B…鹿央
いずれも、９：30～11：00まで受付

場所u山鹿、菊鹿、鹿本、鹿央→母子健康手帳交付と同じ
鹿北→鹿北老人福祉センター



あ
じ
さ
い
短
歌
会

中
満
重
明
選

老
い
た
れ
ば
赤
き
服
な
ど
着
る
べ
し
と
子
の

い
た
わ
り
を
素
直
に
聞
け
り
　
皆
本
　
幸
子

食
台
を
拭
き
ゐ
る
夫
に
有
難
う
と
言
へ
ば
つ

い
で
に
顔
を
拭
き
を
り
　
　
　
平
野
　
　
妙

地
底
よ
り
湧
き
出
づ
る
ご
と
又
ひ
と
り
灯
籠

娘
舞
台
に
上
り
来
　
　
　
　
　
横
尾
　
ト
シ

鹿
北
短
歌
会
　
八
月
例
会

中
満
重
明
選

全
盲
の
子
等
の
聴
覚
恐
る
べ
し
み
ご
と
花
鳥

を
カ
メ
ラ
に
写
す
　
　
　
　
　
深
牧
　
五
雄

腰
を
ふ
り
足
踏
み
鳴
ら
し
踊
る
孫
身
振
り
手

ぶ
り
で
手
拍
子
求
む
　
　
　
　
福
本
　
愛
子

畑
に
立
ち
青
虫
取
る
手
休
め
見
る
も
つ
れ
あ

ひ
つ
つ
飛
ぶ
白
き
蝶
　
　
　
　
貞
熊
喜
美
子

菊
鹿
短
歌
会

九
月
作
品

二
歳
児
の
曾
孫
は
祖
父
に
連
れ
ら
れ
て
帽
子

逆
さ
に
虫
取
り
に
ゆ
く
　
　
　
河
津
　
山
水

暑
き
記
憶
の
み
身
に
沁
み
し
朝
夕
を
稲
は
た

し
か
な
実
り
に
向
か
ふ
　
　
　
中
原
ち
え
子
　

ま
だ
少
し
あ
て
に
さ
れ
つ
つ
夕
支
度
終
わ
り

て
子
ら
の
帰
り
待
ち
を
り
　
　
坂
口
し
ず
み

鹿
本
短
歌
教
室
　
九
月
例
会

気
負
う
な
く
現
世
の
こ
と
受
け
止
め
む
カ
ン

ナ
の
花
に
蝶
休
み
を
り
　
　
　
立
山
　
孝
子

携
帯
に
「
桃
送
る
」
と
ふ
子
の
声
し
老
い
の

心
の
ふ
く
ら
み
て
ゆ
く
　
　
　
戸
上
ノ
ブ
子

野
道
ゆ
く
わ
れ
に
ま
と
ひ
て
く
る
蜻
蛉
酷
暑

と
言
へ
ど
秋
を
忘
れ
ず
　
　
　
永
田
　
節
子

鹿
央
短
歌
会

九
月
作
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挙
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補
真
昼
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に
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有
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め
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森
　
　
道
子

ス
ポ
イ
ト
の
目
盛
り
の
数
字
読
み
き
れ
ず
眼

鏡
持
ち
き
て
液
肥
を
つ
く
る
　
東
　
よ
り
子

山
鹿
短
歌
会
　
十
月
例
会

安
永
蕗
子
選
・
監
修

呆
け
た
る
葦
の
向
ふ
に
遠
見
ゆ
る
青
く
霞
む

は
金
峰
の
峰
　
　
　
　
　
　
　
池
田
依
維
子

足
も
と
の
青
く
さ
蹴
り
て
と
ぶ
蝗
虫
命
も
軽

く
草
渡
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
有
働
　
恵
子

な
に
も
な
き
水
田
み
ず
た

な
り
し
に
夕
昏
れ
て
ほ
か

り
と
白
き
円
月
浮
か
ぶ
　
　
　
有
働
　
真
澄

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

八
月
例
会

互
選

立
話
し
　
炭
に
な
っ
と
る
鍋
料
理古

田
千
万
歩

呼
び
出
し
　
今
度
は
声
の
か
か
る
ど
う
　
　
　

古
賀
　
楽
居

立
話
し
　
返
り
道
で
も
ま
た
お
ら
す
　
　
　
　

中
満
　
甘
柿

肥
後
狂
句
や
ま
が
会

九
月
例
会

冨
田
土
管
選

昔
の
ま
ん
ま
　
伝
統
守
る
肥
後
六
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立
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連
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暇
つ
ぶ
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さ
し
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狂
介

早
よ
早
よ
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５
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撮
る
た
今
ン
内

小
水
流
繁
富

よ
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越
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井
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暇
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ぶ
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定
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野
三
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葉

宮
本
て
つ
哉
選

熱
帯
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吉

よ
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す
　
母
の
老
後
は
僕
が
見
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京
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熱
帯
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づ
れ

長
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お
節

熱
帯
夜
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女
も
か
な
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汗
っ
か
き

富
田
　
亀
水

早
よ
早
よ
　
西
は
真
っ
暗
光
り
も
ん

新
谷
　
信
之

菊
鹿
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河
俳
句
会
　
　

天
寿
な
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捧
げ
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吾
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古
閑
ひ
と
み
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の
ふ
け
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の
硬
さ
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旱

吉
里
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鶴
子

栗
拾
ふ
夫
の
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し
ろ
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離
れ
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に酒

井
　
睦
美

鹿
本
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室

九
月
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会

互
選

鼬
の
子
戯
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あ
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の
水
辺
か
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久

三
更
の
闇
し
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し
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と
虫
し
ぐ
れ渡

辺
　
津
代

稲
の
花
日
ご
と
に
増
え
し
嬰
の
言
葉

斉
藤
え
い
子

山
鹿
俳
句
会

九
月
例
会

岩
岡
中
正
選

ふ
と
音
の
消
へ
て
残
暑
の
ま
と
ひ
つ
く
　
　
　

松
下
　
圭
士

風
止
め
ば
皆
ツ
ン
と
し
て
ゑ
の
こ
草

園
田
　
紀
子
　

ゑ
の
こ
草
添
へ
て
絵
に
な
る
花
の
壺

大
林
　
信
子

◆およろこび◆

山　鹿 村上　博敏さんQ池田　智美さん
川上　裕也さんQ伊藤久美子さん
篠原　大志さんQ 田早緒里さん

八　幡 三森　慶造さんQ久保田和美さん
小川　英篤さんQ藤壺　優香さん

三　岳　古家　康生さんQ木本　春香さん
大　道 中田　　恵さんQ成冨真理子さん

山田　健司さんQ村田　多江さん

内　田 冨田　真伍さんQ西川　幸希さん

来　民 松川　清志さんQ吉村美智子さん

◆うぶごえ◆

山　鹿 井手　心咲
みさき

さん　水上　槻也
つきや

さん
後藤　由愛

ゆ あ

さん
川　辺 三浦　莉愛

り あ

さん　上村　拓之
ひろゆき

さん
八　幡 坂本　　讃

さん

さん
平小城 鹿子木莉亜

り あ

さん
三　玉　津留　優菜

ゆうな

さん　渕上　智佳
ち か

さん
大　道 伊東　明夏

さやか

さん　牛島　結菜
ゆいな

さん
朝倉　栄基

えいき

さん　 橋　水鴨
みかも

さん　
西　　彩乃

あやの

さん　森本　叶夢
かなむ

さん
綾戸　伶穏

れおん

さん　森　あゆみさん
緒方　　駈

かける

さん　緒方　　渉
わたる

さん
木　颯太

そうた

さん

岩　野 上田　倖有
こ あ

さん
広　見　藤岡　千優

ちひろ

さん

内　田　原口野乃花
の の か

さん
六　郷 田中　　怜

りょう

さん
城　北 内村　文哉

ふみや

さん

来　民 松尾　祐斗
ゆうと

さん　森田　詩音
しおん

さん
中　富 野口　優斗

ゆうと

さん　島田　隼人
はやと

さん

米野岳 山下　海斗
かいと

さん

◆おくやみ◆

山　鹿　阿部　裕子さん(58) 永　正幸さん(94)
田中　意盛さん(80) 中島　君子さん(87)
原田　浩之さん(65) 井佐代子さん(86)
宮田　芳子さん(79)

米　田 有働　政昭さん(73)
川　辺 前田みさをさん(91) 尾形　正美さん(76)
八　幡 山部　益子さん(71) 三森マサメさん(86)
三 岳　三浦　九朗さん(75) 池部ヒツミさん(78)

原　ユリコさん(94)    早川　百惠さん(88)
三 玉　木庭マツノさん(93)
大　道 西川　　勝さん(80) 富田ユキ子さん(82)

岩　野 本村　信幸さん(76) 永田トメカさん(79)
古閑ヒデコさん(83)

広　見 龍川　武弘さん(74) 酒井　富雄さん(88)
森一　光子さん(77)

内　田 永田　洋一さん(60) 吉里　　哲さん(76)
根田ミツコさん(78)

六　郷 木庭　昭生さん(79)  
城　北 田中みさ子さん(54) 

来　民 松永　六郎さん(81) 古閑トメ子さん(98)
永田八千代さん(73) 石藏　正弘さん(76)
西嶋　　續さん(89) 桑原　ツイさん(93)
眞弓　廣信さん(57)

中　富 富丸　義弘さん(90) 隈部　興子さん(67)

千　田 江藤　龍彌さん(82) 矢住　　忍さん(97)
松岡　勝輝さん(64）

米野岳 甲山　昭三さん(79)

※９月中の届出受付分を掲載しています

１．趣旨　ふるさとへの関心を高め、山鹿の魅力を広く宣伝する
ことを目的に『山鹿八景』をテーマとした写真コンテ
ストを実施します。

２．応募条件　プロアマ問わず、どなたでも応募できます。
３．応募サイズ　

四つ切（254×305mm）または４PW(254×365mm）
４．応募方法　応募票（題名、住所、氏名、年齢、電話番号）を

記入し、作品の裏面にテープで貼り付け郵送。
５．入賞　最優秀賞１点、優秀賞１点、優賞６点、入賞10点以内

(賞金や地域の特産品を予定しています）
６．募集締切　平成20年１月31日E (当日消印有効)
７．応募先・お問い合せ

861-0592 山鹿市山鹿978 山鹿市役所　観光課
山鹿八景写真コンテスト事務局
1４３-１５７９

８．発表　３月に入賞者に通知。広報紙、市ホームページでも発表。
９．その他　詳しくはお問い合せ下さい。

寄附お礼(山鹿市に)

北井喜實さん（下吉田）
山鹿市立病院に医療の
充実のため金100,000円

k
10月１日号「うぶごえ」で掲載した 村　凛さん
（山鹿山鹿校区）は「 村 」さんの誤りでした。
訂正してお詫びします。



■編集発行
〒８６１‐０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp

エコマーク認定の再生紙を使用しています

■人口と世帯 Q
「
夏
が
過
ぎ
て
も
ま
だ
ま
だ
昼
間
は
暑

い
な
〜
秋
は
ま
だ
か
な
」
と
思
っ
て
い
た

ら
、
10
月
中
旬
か
ら
急
に
風
が
冷
た
く
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

Q
こ
の
気
温
の
変
化
に
風
邪
を
ひ
い
た
り

す
る
方
も
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。『
風
邪
は
万
病
の
も
と
』
と
い
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。(

英)
S

各
地
で
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
が

行
わ
れ
、
私
も
参
加
し
た
り
取
材
に
出
か

け
た
り
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
ま

し
た
。
あ
ん
ず
の
丘
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
で

は
４
歳
〜
５
歳
の
ち
び
っ
子
が
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
走
り
ボ
ー
ル
を
け
る
姿
は
、
ち
ゃ

ん
と
サ
ッ
カ
ー
に
な
っ
て
い
て
ビ
ッ
ク
リ
。

S

こ
の
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
、
将
来
プ

ロ
や
世
界
で
活
躍
し
て
く
れ
る
選
手
が
誕

生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
今
の
う
ち

サ
イ
ン
も
ら
っ
て
お
こ
う
か
な
。(

笑
）
サ

ッ
カ
ー
と
い
え
ば
、
ロ
ッ
ソ
熊
本
も
Ｊ
リ

ー
グ
に
昇
格
す
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。(

和
）

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

鞠智城について、鞠智城説明ボランティア会の富田節夫さんに話
しを聞きました。
鞠智城が山鹿八景に選ばれました
この土地は、1300年前に大和朝廷が国を守るために選んだ場所で

す。米倉が多く見つかっていますが、風が下の平野から上がってき
て風通しが良く環境としては最適です。よくぞここを城に選んだな
と思うほどですから、山鹿八景に選ばれて当然だと思います。
どのような用途で使われていたのか　謎は多い
歴史公園鞠智城説明ボランティア会は、平成12年度に発足して現

在ガイドとして12人が登録しています。お客様からよく出る質問は、
機械もない1300年前にこういう立派な建物をどういう意図で建てた
のかということです。現在は、鼓楼として使ったというのが定説と
なっていますが、これまでに、宗教上の施設として使用したのでは
ないか、または大和朝廷がその権威を示すためにしらしめたのでは
ないか、ここを重要な施設であると言うことを知らしめたのではな
いかといろいろと考えられて
きました。まだ謎の部分も多
く残しており、見学に来られ
た方が、おのおの何のために
使用したかと思いをめぐらす
ことも一つの楽しみ方だと思
います。
ガイドは楽しいですよ！
ガイドをさせてもらう代わ

りに私たちもお客様から知識
を吸収させてもらっていま
す。生涯学習の一環としても
とても楽しいですよ。市民の
皆さんも一度と言わず何度でも
お越しになってください。きっ
と新たな発見がありますよ。

なぜ、鞠智城はつくられたのか？
鞠智城は、７世紀後半（約1300年前）に、大和朝廷が築いた山

城です。当時、東アジアの政治的情勢は非常に緊迫していました。
日本は、友好国であった百済

く だ ら

を復興するため援軍を送りましたが、
663年の『白村江

はく す き え

の戦い』で、唐
とう

と新羅
し ら ぎ

の連合軍に敗北しました。
このため、事態は急変し直接日本が戦いの舞台となる危険が生

じました。そこで、九州
には大宰府を守るために
大野城（福岡県）、基肄

き い

城
（佐賀県）、金田城（長崎
県）が造られました。鞠
智城は、これらの城に食
糧や武器、兵士などを補
給する支援基地でした。
鞠智城の国営公園化
鞠智城は国営公園化を目指しています。国営公園化が実現する

と、平成23年の「九州新幹線の全線開通」効果が最大限に生かさ
れます。新玉名駅から約50分で鞠智城へ行くことができるので、
鞠智城を拠点にして、周辺の歴史遺産を取り込む修学旅行コース
が設定されて、熊本県の観光に大いに寄与するもの思われます。
国営公園の実現に向けて山鹿市民はもちろんのこと、県民一丸

となった取組が必要です。関係当局も「整備の段階で欠けている
ものは無いが、地元の盛り上がりと、知名度のアップが必要」と
指摘しています。国営公園の実現に向かってがんばりましょう。

古代米赤米と鞠智城

八角形鼓楼(手前)、米倉(左奥)、兵舎(右奥)

■■富富田田　　節節夫夫ささんん【【ととみみたた　　せせつつおお】】
歴史公園鞠智城説明ボランティア会会長。
菊鹿町六区在住。69歳。

人口　　58,846（－21）
男　　27,796（－15）
女　　31,050（－６）
世帯数　20,918（＋６）
９月末現在（前月末比）


